
 

３ 特別会計 

 

 特別会計の歳入歳出決算額は、次のとおりである｡ 

 なお、各会計の説明で、人件費についての記載は省略してある。 

（単位 千円・比率 ％）

区  分 
令  和  ５ 年 度 令  和  ４ 年 度 

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 

電 気 事 業 経 営 

記 念 基 金 会 計 
232,099 232,000 99 230,006 229,907 99 

土 地 区 画 整 理 

清 算 金 会 計 
11,709 11,602 107 3,169 1,480 1,689 

母子･父子･寡婦福祉 

資金貸付金会計 
628,330 304,605 323,725 575,545 291,242 284,303 

公債管理事業会計 59,822,341 59,822,341 0 60,871,510 60,871,510 0 

競 輪 事 業 会 計 26,268,819 25,544,120 724,699 22,468,370 21,719,732 748,638 

国 民 健 康 保 険 

事 業 会 計 
66,521,082 65,718,384 802,698 68,420,910 67,107,433 1,313,476 

農 業 集 落 排 水 

事 業 会 計 
347,016 306,877 40,138 306,109 304,695 1,414 

駐車場事業会計 156,855 132,731 24,123 195,679 170,704 24,975 

介護保険事業会計 74,050,736 73,669,562 381,173 72,978,683 71,793,075 1,185,607 

介 護 保 険 

サ ー ビ ス 会 計 
101,532 101,033 499 62,641 62,141 499 

中 央 卸 売 市 場 

事 業 会 計 
661,303 624,190 37,112 680,770 631,653 49,116 

後期高齢者医療 

事 業 会 計 
10,785,238 10,424,967 360,270 10,356,486 10,010,241 346,244 

静岡市立静岡病院 

事業債管理事業会計 
982,438 982,438 0 982,577 982,577 0 

計 240,569,503 237,874,855 2,694,648 238,132,461 234,176,395 3,956,065 

前 年 度 比 較 2,437,041 3,698,459 △1,261,417 △6,397,270 △6,225,698 △171,572 

増 減 率 1.0 1.6 △31.9 △2.6 △2.6 △4.2 
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（１）電気事業経営記念基金会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                         （単位 千円・比率 ％） 

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 232,100 232,099 232,099 99.9 100.0 － － 

令和４年度 231,000 230,006 230,006 99.6 100.0 － － 

比較増減 1,100 2,093 2,093 0.3 0.0 － － 

増 減 率 0.5 0.9 0.9 － － － － 

 

歳  出                         （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 232,100 232,000 99.9 － 100 99 

令和４年度 231,000 229,907 99.5 － 1,093 99 

比較増減 1,100 2,093 0.4 － △993 0 

増 減 率 0.5 0.9 － － △90.9 0.0 

 

（ア）年度末における基金現在高は 40億 8,034 万円で、その保有の内訳は有価証券 22 億 7,067

万円（中部電力株式会社株券 4,541,346 株）、現金 18 億 966 万円となっていた。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 232,099 230,006 2,093 

Ｂ 歳出決算額 232,000 229,907 2,093 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 99 99 0 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 99 99 0 
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（２）土地区画整理清算金会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                           （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調 定 額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 11,666 14,586 11,709 100.4 80.3 － 2,877 

令和４年度 4,299 9,569 3,169 73.7 33.1 － 6,399 

比較増減 7,367 5,017 8,539 26.7 47.2 － △3,522 

増 減 率 171.4 52.4 269.4 － － － △55.0 

 

歳  出                          （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 11,666 11,602 99.5 － 63 107 

令和４年度 4,299 1,480 34.4 － 2,818 1,689 

比較増減 7,367 10,121 65.1 － △2,754 △1,581 

増 減 率 171.4 683.8 － － △97.7 △93.6 

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ 853 万円（269.4％）増加していた。これは主に、過年度滞

納分の徴収により清算徴収金収入が増加したためである。 

（イ）収入未済額は 287 万円で、前年度に比べ 352 万円（55.0％）減少していた。収入未済額

は、清算徴収金 256 万円及び延滞金 31 万円である。 

（ウ）支出済額は、前年度に比べ 1,012 万円（683.8％）増加していた。これは主に、一般会

計繰出金の原資となる東静岡駅周辺土地区画整理事業の清算徴収金が増加したためであ

る。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 11,709 3,169 8,539 

Ｂ 歳出決算額 11,602 1,480 10,121 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 107 1,689 △1,581 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 107 1,689 △1,581 
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（３）母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計 
 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                         （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 593,814 1,170,006 628,330 105.8 53.7 988 540,686 

令和４年度 543,643 1,120,717 575,545 105.9 51.4 － 545,171 

比較増減 50,171 49,289 52,784 △0.1 2.3 988 △4,484 

増 減 率 9.2 4.4 9.2 － － － △0.8 

 

歳  出                                             （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 593,814 304,605 51.3 － 289,208 323,725 

令和４年度 543,643 291,242 53.6 － 252,400 284,303 

比較増減 50,171 13,363 △2.3 － 36,807 39,421 

増 減 率 9.2 4.6 － － 14.6 13.9 

 

（ア）不納欠損額は 98 万円で、前年度に比べ 98 万円増加していた。不納欠損額の主なものは、

貸付金元利収入 91 万円である。 

（イ）収入未済額は５億 4,068 万円で、前年度に比べ 448 万円（0.8％）減少していた。収入

未済額の主なものは、貸付金元利収入４億 3,444 万円である。 

（ウ）支出済額は３億 460 万円で、予算現額に対する執行率は 51.3％となっていた。これは主

に、母子・父子・寡婦福祉資金貸付金で、資金の貸付けを執行する対象者数及び貸付金額

が見込みを下回ったためである。 

（エ）不用額は２億 8,920 万円で、この主なものは、資金の貸付けを執行する対象者数及び貸

付金額が見込みを下回ったことによる母子・父子・寡婦福祉資金貸付金２億 8,889 万円で

ある。 
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イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 628,330 575,545 52,784 

Ｂ 歳出決算額 304,605 291,242 13,363 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 323,725 284,303 39,421 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 323,725 284,303 39,421 

 

 

 

（４）公債管理事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 59,853,000 59,822,341 59,822,341 99.9 100.0 － － 

令和４年度 60,882,000 60,871,510 60,871,510 99.9 100.0 － － 

比較増減 △1,029,000 △1,049,169 △1,049,169 0.0 0.0 － － 

増 減 率 △1.7 △1.7 △1.7 － － － － 

 

歳  出                                              （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 59,853,000 59,822,341 99.9 － 30,658 0 

令和４年度 60,882,000 60,871,510 99.9 － 10,489 0 

比較増減 △1,029,000 △1,049,169 0.0 － 20,169 0 

増 減 率 △1.7 △1.7 － － 192.3 － 

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ 10 億 4,916 万円（1.7％）減少していた。これは主に、縁故

債に係る借換額が減少したことにより借換債が７億 8,780 万円減少したためである。 

（イ）支出済額は、前年度に比べ 10 億 4,916 万円（1.7％）減少していた。これは主に、満期

一括償還の市債残高の増加に伴って市債管理基金に対する積立金が増加したことにより

市債管理基金費が７億 7,943 万円増加したものの、既往債の元金償還金が減少したことに

より公債元金が 17 億 3,291 万円減少したためである。 
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イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 59,822,341 60,871,510 △1,049,169 

Ｂ 歳出決算額 59,822,341 60,871,510 △1,049,169 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 0 0 0 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 0 0 0 

 

 

 

（５）競輪事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                  （単位 千円・比率 ％） 

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 30,772,639 26,268,819 26,268,819 85.4 100.0 － － 

令和４年度 23,300,463 22,468,370 22,468,370 96.4 100.0 － － 

比較増減 7,472,176 3,800,449 3,800,449 △11.0 0.0 － － 

増 減 率 32.1 16.9 16.9 － － － － 

 

歳  出                                               （単位 千円・比率 ％） 

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 30,772,639 25,544,120 83.0 － 5,228,518 724,699 

令和４年度 23,300,463 21,719,732 93.2 － 1,580,730 748,638 

比較増減 7,472,176 3,824,388 △10.2 － 3,647,787 △23,939 

増 減 率 32.1 17.6 － － 230.8 △3.2 

 

（ア）収入済額は 262 億 6,881 万円で、予算現額に対する執行率は 85.4％となっていた。これ

は主に、通常開催の勝者投票券販売収入が予測を下回ったためである。 

（イ）収入済額は、前年度に比べ 38 億 44 万円（16.9％）増加していた。これは主に、市営競

輪の開催日数が増加したことにより、勝者投票券販売収入が 36 億 8,803 万円増加したた

めである。 

（ウ）支出済額は 255 億 4,412 万円で、予算現額に対する執行率は 83.0％となっていた。これ
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は主に、勝者投票券売上額が予測を下回ったことに連動して的中車券払戻金や委託料など

の開催費が予測を下回ったためである。 

（エ）支出済額は、前年度に比べ 38 億 2,438 万円（17.6％）増加していた。これは主に、勝者

投票券販売収入の増加に伴い、的中車券払戻金や委託料などの開催費が 33億 986 万円増加

したためである。 

（オ）不用額は 52 億 2,851 万円で、前年度に比べ 36 億 4,778 万円（230.8％）増加していた。

この主なものは、勝者投票券売上額が予測を下回ったことに連動して減少した的中車券払

戻金や委託料などの開催費 51億 7,545 万円である。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 26,268,819 22,468,370 3,800,449 

Ｂ 歳出決算額 25,544,120 21,719,732 3,824,388 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 724,699 748,638 △23,939 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 724,699 748,638 △23,939 

 

ウ 通常開催（特別競輪及び記念競輪を除く。）の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円・比率 ％) 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 増減率 

開 催 回 数 （回） 13 11 ２ 18.2 

開 催 日 数 （日） 51 45 ６ 13.3 

入 場 者 数 （人） 89,865 76,045 13,820 18.2 

１開催当たり入場者数 （人） 8,169 7,604 565 7.4 

勝 者 投 票 券 発 売 収 入 18,065,894 15,563,597 2,502,296 16.1 

１開催当たり勝者投票券発売収入 1,389,684 1,414,872 △25,188 △1.8 

１開催当たり収入額 （Ａ） 1,397,150 1,422,734 △25,583 △1.8 

１開催当たり支出額 （Ｂ） 1,336,456 1,365,581 △29,125 △2.1 

１開催当たり収支差引額 (A)-(B) 60,694 57,152 3,541 6.2 

（注）１開催当たり入場者数は、通常開催に係る入場者数を無観客で開催した「ミッドナイ

ト競輪」２回を除く開催回数（11 回）で除した数値である。その他の１開催当たりの

数値は、通常開催に係る合計金額を開催回数（13回）で除した数値である。 
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（ア）通常開催について前年度と比較すると、１開催当たり入場者は 565 人（7.4％）増加し、

１開催当たり勝者投票券発売収入は 2,518 万円（1.8％）、１開催当たり収入額は 2,558 万

円（1.8％）、１開催当たり支出額は 2,912 万円（2.1％）、それぞれ減少していた。 

（イ）この結果、通常開催の１開催当たり収支差引額は 6,069 万円の黒字となり、黒字額は前

年度に比べ 354 万円（6.2％）増加していた。これは１開催当たり収入額、１開催当たり

支出額ともに前年度より減少したが、１開催当たり収入額の減少の方が小さかったためで

ある。 

 

 

（６）国民健康保険事業会計 

 

総括の決算概要は、次のとおりである。 

（単位 千円・比率 ％） 

区  分 

事 業 勘 定 直営診療施設勘定 計 

金 額 
前年度 

対  比 
金 額 

前年度 

対 比 
金 額 

前年度 

対 比 

歳入歳出予算額 67,671,907 96.6 111,683 101.5 67,783,590 96.6 

歳 入 決 算 額 66,426,932 97.2 94,149 95.3 66,521,082 97.2 

歳 出 決 算 額 65,624,235 97.9 94,148 95.3 65,718,384 97.9 

歳入歳出差引額 802,697 61.1 0 58.8 802,698 61.1 

 

 

事業勘定 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                   （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 還付未済額 

令和５年度 67,671,907 68,211,725 66,426,932 98.2 97.4 513,376 1,315,601 44,185 

令和４年度 70,072,041 70,264,256 68,322,148 97.5 97.2 466,378 1,520,102 44,372 

比較増減 △2,400,134 △2,052,530 △1,895,215 0.7 0.2 46,998 △204,501 △186 

増 減 率 △3.4 △2.9 △2.8 － － 10.1 △13.5 △0.4 

（注） 収入済額には、還付未済額を含む。 
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歳  出                                              （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 67,671,907 65,624,235 97.0 － 2,047,671 802,697 

令和４年度 70,072,041 67,008,671 95.6 － 3,063,369 1,313,476 

比較増減 △2,400,134 △1,384,436 1.4 － △1,015,697 △510,778 

増 減 率 △3.4 △2.1 － － △33.2 △38.9 

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ 18 億 9,521 万円（2.8％）減少していた。これは主に、国民健

康保険の加入世帯及び被保険者数が減少したことにより、県補助金が８億 5,533 万円、国民

健康保険料が３億 6,463 万円減少したためである。 

（イ）不納欠損額は５億 1,337 万円で､ 前年度に比べ 4,699 万円（10.1％）増加していた。不納

欠損額の主なものは、一般被保険者国民健康保険料５億 207万円である。 

（ウ）収入未済額は 13 億 1,560 万円で､ 前年度に比べ２億 450 万円（13.5％）減少していた。

収入未済額の主なものは、一般被保険者国民健康保険料 12 億 9,464 万円である。 

（エ）支出済額は、前年度に比べ 13 億 8,443 万円（2.1％）減少していた。これは主に、被保険

者数が減少したことにより一般被保険者療養給付費が７億 5,455 万円減少したためである。 

（オ）不用額は 20 億 4,767 万円で、この主なものは、一般被保険者療養給付費９億 4,158 万円、

予備費４億 3,533 万円である。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 66,426,932 68,322,148 △1,895,215 

Ｂ 歳出決算額 65,624,235 67,008,671 △1,384,436 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 802,697 1,313,476 △510,778 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 802,697 1,313,476 △510,778 
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直営診療施設勘定 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                          （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 111,683 94,149 94,149 84.3 100.0 － － 

令和４年度 110,001 98,762 98,762 89.8 100.0 － － 

比較増減 1,682 △4,612 △4,612 △5.5 0.0 － － 

増 減 率 1.5 △4.7 △4.7 － － － － 

 

歳  出                         （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 111,683 94,148 84.3 － 17,534 0 

令和４年度 110,001 98,761 89.8 － 11,239 0 

比較増減 1,682 △4,612 △5.5 － 6,294 0 

増 減 率 1.5 △4.7 － － 56.0 － 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区   分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 94,149 98,762 △4,612 

Ｂ 歳出決算額 94,148 98,761 △4,612 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 0 0 0 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 0 0 0 
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（７）農業集落排水事業会計 
 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                      （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 391,681 352,873 347,016 88.6 98.3 150 5,706 

令和４年度 346,359 308,154 306,109 88.4 99.3 163 1,881 

比較増減 45,322 44,719 40,906 0.2 △1.0 △12 3,825 

増 減 率 13.1 14.5 13.4 － － △7.8 203.3 

 

歳  出                                              （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 391,681 306,877 78.3 － 84,803 40,138 

令和４年度 346,359 304,695 88.0 11,925 29,738 1,414 

比較増減 45,322 2,182 △9.7 △11,925 55,064 38,723 

増 減 率 13.1 0.7 － △100.0 185.2 2,738.0 

 

（ア）収入済額は３億 4,701 万円で、予算現額に対する執行率は 88.6％となっていた。これは

主に、令和４年台風第 15号に係る災害復旧事業の一部が翌年度実施となったことなどによ

る農業集落排水施設災害復旧債及び農業集落排水事業会計の不足額に対する一般会計繰入

金の実績が見込みを下回ったためである。 

（イ）収入済額は、前年度に比べ 4,090 万円（13.4％）増加していた。これは主に、農業集落

排水処理施設における施設事故の賠償金の支出に伴う保険金収入が 3,212 万円あったた

めである。 

（ウ）不納欠損額は 15 万円で、前年度に比べ１万円（7.8％）減少していた。不納欠損額は、

全額農業集落排水施設使用料である。 

（エ）収入未済額は 570 万円で、前年度に比べ 382 万円（203.3％）増加していた。収入未済

額は、全額農業集落排水施設使用料である。 

   なお、農業集落排水事業会計は、令和６年度からの地方公営企業法の適用に伴い、令和

６年３月 31 日付けで打切決算となったため、収入未済額は、納期未到来の令和６年３月

分使用料 404 万円を含んだ同日現在の金額である。 

（オ）支出済額は３億 687 万円で、予算現額に対する執行率は 78.3％となっていた。これは主

に、令和４年台風第 15号に係る災害復旧、原油価格や物価の高騰等の影響を考慮していた

業務費の執行が見込みを下回ったためである。 
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イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 347,016 306,109 40,906 

Ｂ 歳出決算額 306,877 304,695 2,182 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 40,138 1,414 38,723 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － 25 △25 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 40,138 1,389 38,748 

 

   歳入歳出差引残額 40,138 千円は、地方公営企業法が適用され令和６年３月 31 日で打切決算

となったことに伴い、農業集落排水事業会計（公営企業）に引き継いだ。 

 

 

（８）駐車場事業会計 

 
ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                  （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調 定 額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 166,937 156,855 156,855 94.0 100.0 － － 

令和４年度 229,029 195,679 195,679 85.4 100.0 － － 

比較増減 △62,092 △38,824 △38,824 8.6 0.0 － － 

増 減 率 △27.1 △19.8 △19.8 － － － － 

 

歳  出                                              （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 166,937 132,731 79.5 23,903 10,302 24,123 

令和４年度 229,029 170,704 74.5 24,860 33,464 24,975 

比較増減 △62,092 △37,972 5.0 △957 △23,162 △851 

増 減 率 △27.1 △22.2 － △3.8 △69.2 △3.4 

 

（ア）収入済額は前年度に比べ 3,882 万円（19.8％）減少していた。これは主に、公債費が減

少したことにより、一般会計繰入金が 3,620 万円減少したためである。 

（イ）支出済額は１億 3,273 万円で、予算現額に対する執行率は 79.5％となっていた。これは
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主に、静岡駅北口地下駐車場の設備修繕業務を翌年度に繰り越したためである。 

（ウ）支出済額は、前年度に比べ 3,797 万円（22.2％）減少していた。これは主に、静岡駅北口

地下駐車場建設工事費に係る既往債の一部償還が終了したことにより、公債費が 2,849 万

円減少したためである。 

（エ）翌年度繰越額 2,390 万円は全額繰越明許費で、業務費の静岡駅北口地下駐車場管理経費

（駐車設備修繕業務）である。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 156,855 195,679 △38,824 

Ｂ 歳出決算額 132,731 170,704 △37,972 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 24,123 24,975 △851 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 23,903 24,860 △957 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 220 115 105 

 

 

（９）介護保険事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                   （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 還付未済額 

令和５年度 73,924,456 74,219,228 74,050,736 100.2 99.8 45,312 153,580 30,401 

令和４年度 73,898,903 73,167,357 72,978,683 98.8 99.7 40,442 183,307 35,074 

比較増減 25,553 1,051,870 1,072,053 1.4 0.1 4,870 △29,726 △4,672 

増 減 率 0.0 1.4 1.5 － － 12.0 △16.2 △13.3 

（注）収入済額には、還付未済額を含む。 
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歳  出                                               （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 73,924,456 73,669,562 99.7 － 254,893 381,173 

令和４年度 73,898,903 71,793,075 97.2 － 2,105,827 1,185,607 

比較増減 25,553 1,876,486 2.5 － △1,850,933 △804,433 

増 減 率 0.0 2.6 － － △87.9 △67.8 

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ 10 億 7,205 万円（1.5％）増加していた。これは主に、認定 

者数の増加に伴う交付対象経費の増加などにより支払基金交付金が３億 5,725 万円、交付

対象経費の保険給付費の増加により国庫負担金が２億 4,586 万円、保険給付費の増加によ

り一般会計繰入金が２億 3,775 万円増加したためである。 

（イ）不納欠損額は 4,531 万円で、前年度に比べ 487 万円（12.0％）増加していた。不納欠損

額は全額介護保険料である。 

（ウ）収入未済額は１億 5,358 万円で、前年度に比べ 2,972 万円（16.2％）減少していた。 

収入未済額の主なものは、介護保険料の１億 2,876 万円である。 

（エ）支出済額は、前年度に比べ 18 億 7,648 万円（2.6％）増加していた。これは主に、介護サ

ービス利用件数の増加により介護サービス給付費が 18 億 7,800 万円増加したためである。 

（オ）不用額は２億 5,489 万円で、この主なものは、既存事業の取組手法の見直しや統合を行

い、事業の縮小や廃止をしたことなどによる一般介護予防事業費 6,937 万円、成年後見人

制度利用支援事業の助成件数及び助成額が見込みを下回ったことなどによる包括的支援

事業費・任意事業費 4,432 万円、介護予防・日常生活支援総合事業のうち、第１号訪問・

通所事業の給付件数が見込みを下回ったことなどによる介護予防・生活支援サービス費

3,797 万円である。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 74,050,736 72,978,683 1,072,053 

Ｂ 歳出決算額 73,669,562 71,793,075 1,876,486 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 381,173 1,185,607 △804,433 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 381,173 1,185,607 △804,433 
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（10）介護保険サービス会計 

 

ア  決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                               （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令 和 ５ 年 度 102,278 101,532 101,532 99.3 100.0 － － 

令 和 ４ 年 度 64,920 62,641 62,641 96.5 100.0 － － 

比較増減 37,358 38,891 38,891 2.8 0.0 － － 

増 減 率 57.5 62.1 62.1 － － － － 

 

歳  出                                              （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不用額 歳入歳出差引額 

令 和 ５ 年 度 102,278 101,033 98.8 － 1,244 499 

令 和 ４ 年 度 64,920 62,141 95.7 － 2,778 499 

比較増減 37,358 38,892 3.1 － △ 1,534 0 

増 減 率 57.5 62.6 － － △ 55.2 △ 0.1 

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ 3,889 万円（62.1％）増加していた。これは主に、前年度

まで一般会計から支出していた費用を介護保険サービス会計で支出することとなったこ

とにより、一般会計繰入金が 3,948 万円増加したためである。 

（イ）支出済額は、前年度に比べ 3,889 万円（62.6％）増加していた。これは主に、前年度

まで一般会計から支出していた費用を介護保険サービス会計で支出することとなったこ

とにより、在宅介護サービス事業費が 3,889 万円増加したためである。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円） 

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 101,532 62,641 38,891 

Ｂ 歳出決算額 101,033 62,141 38,892 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 499 499 0 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 499 499 0 
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（11）中央卸売市場事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                  （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調 定 額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 702,077 825,872 661,303 94.2 80.1 4,520 160,049 

令和４年度 694,024 832,919 680,770 98.1 81.7 － 152,149 

比較増減 8,053 △7,047 △19,467 △3.9 △1.6 － 7,899 

増 減 率 1.2 △0.8 △2.9 － － － 5.2 

 

歳  出                                             （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 702,077 624,190 88.9 10,890 66,996 37,112 

令和４年度 694,024 631,653 91.0 － 62,370 49,116 

比較増減 8,053 △7,463 △2.1 10,890 4,626 △12,003 

増 減 率 1.2 △1.2 － － 7.4 △24.4 

 

（ア）不納欠損額は 452 万円で、前年度に比べ 452 万円増加していた。不納欠損額の主なもの

は、電気・水道料等納付金 232 万円である。 

（イ）収入未済額は１億 6,004 万円で、前年度に比べ 789 万円（5.2％）増加していた。収入

未済額の主なものは、市場使用料 9,992 万円である。 

（ウ）支出済額は、６億 2,419 万円で、予算現額に対する執行率は 88.9％となっていた。これ

は主に、施設管理費において委託業務及び維持修繕業務の契約額が見込みを下回ったため

である。 

（エ）翌年度繰越額 1,089 万円は全額繰越明許費で、総務管理費の施設整備事業費１件である。 
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イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 661,303 680,770 △19,467 

Ｂ 歳出決算額 624,190 631,653 △7,463 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 37,112 49,116 △12,003 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 10,890 － 10,890 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 26,222 49,116 △22,893 

 

 

（12）後期高齢者医療事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                               （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 還付未済額 

令和５年度 10,780,736 10,862,115 10,785,238 100.0 99.3 17,752 83,867 24,742 

令和４年度 10,552,937 10,441,248 10,356,486 98.1 99.2 20,426 82,535 18,200 

比較増減 227,799 420,867 428,751 1.9 0.1 △2,673 1,331 6,542 

増 減 率 2.2 4.0 4.1 － － △13.1 1.6 35.9 

（注）収入済額には、還付未済額を含む。 

 

 

歳  出                                             （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 10,780,736 10,424,967 96.7 － 355,768 360,270

令和４年度 10,552,937 10,010,241 94.9 － 542,695 346,244

比較増減 227,799 414,726 1.8 － △186,927 14,025

増 減 率 2.2 4.1 － － △34.4 4.1

 

（ア）収入済額は、前年度に比べ４億 2,875 万円（4.1％）増加していた。これは主に、被保

険者数の増加に伴い保険料が増加したことなどにより、後期高齢者医療保険料が３億 376

万円増加したためである。 

（イ）不納欠損額は 1,775 万円で、前年度に比べ 267 万円（13.1％）減少していた。不納欠損

額は全額後期高齢者医療保険料である。 
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（ウ）収入未済額は 8,386 万円で、前年度に比べ 133 万円（1.6％）増加していた。収入未済

額は全額後期高齢者医療保険料である。 

（エ）支出済額は、前年度に比べ４億 1,472 万円（4.1％）増加していた。これは主に、被保

険者数の増加に伴い保険料が増加したことにより、後期高齢者医療広域連合納付金が４億

1,285 万円増加したためである。 

（オ）不用額は３億 5,576 万円で、この主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金３億 5,187

万円である。 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位  千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 10,785,238 10,356,486 428,751

Ｂ 歳出決算額 10,424,967 10,010,241 414,726

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 360,270 346,244 14,025

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － －

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 360,270 346,244 14,025

 

 

（13）静岡市立静岡病院事業債管理事業会計 

 

ア 決算概要は、次のとおりである。 

 

歳  入                                                （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 調定額 収入済額 執行率 収入率 不納欠損額 収入未済額 

令和５年度 983,800 982,438 982,438 99.9 100.0 － － 

令和４年度 983,800 982,577 982,577 99.9 100.0 － － 

比較増減 0 △139 △139 0.0 0.0 － － 

増 減 率 0.0 △0.0 △0.0 － － － － 
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歳  出                                             （単位 千円・比率 ％）

区 分 予算現額 支出済額 執行率 翌年度繰越額 不 用 額 歳入歳出差引額 

令和５年度 983,800 982,438 99.9 － 1,361 0 

令和４年度 983,800 982,577 99.9 － 1,222 0 

比較増減 0 △139 0.0 － 139 0 

増 減 率 0.0 △0.0 － － 11.4 － 

 

イ 決算収支の状況は、次のとおりである。 

（単位 千円）

区  分 令和５年度 令和４年度 比較増減 

Ａ 歳入決算額 982,438 982,577 △139 

Ｂ 歳出決算額 982,438 982,577 △139 

Ｃ 形式収支（Ａ－Ｂ） 0 0 － 

Ｄ 翌年度へ繰り越すべき財源 － － － 

Ｅ 実質収支（Ｃ－Ｄ） 0 0 － 
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